
   

 
 

令和 8 年 10 月 2 日 

 

 

南相馬市小高区でのブートキャンプ の実施について 

～スウェーデンと日本の学生が地域に入り、地域の社会課題発見に挑む～ 

 

 

記 
 

１ 開 催 日：令和 8 年 10 月９日（金）～14 日（水） 
２ 対象・参加人数：スウェーデンの主要 6 大学の起業家志望の学生６名・東北大学の学生 4 名 計 10 名 

              （スウェーデンはじめ欧州・南米・アジアのご出身） 

３ プ ロ グ ラ ム：詳細は別紙参照 
4 取 材 に つ い て： 

会 場）小高パイオニアヴィレッジ（南相馬市小高区本町１－87） 
時間）10/14（水）13:30～16:00（他日は別紙参照。なお、撮影は応相談。） 

取材をご希望の方は、事前に以下必要事項をご記載のうえ、メールにてお申込みください。  
【必要事項】 ①貴社名  ②担当者所属・氏名  ③連絡先（電話番号、e-mail） 

              ④来場人数 ⑤TV カメラの有無 
     【宛先等】メール：koryu-sokushin6893@fipo.or.jp 

               宛 先：福島イノベーション・コースト構想推進機構 交流促進部交流促進課 亀島清史 
         【締め切り】 令和 8 年 10 月 8 日（木）17:00 
 
    *1 複数事業者に委託して実施 

   *2 代表の小林雅幸氏が東北大学発ベンチャーとして 2023 年に設立。日本の喫緊の課題である過疎化を解決するため、

デザインを通じて地方の魅力を世界に伝えることをミッションにイノベ地域から地方創生に取り組んでいる。 

 

 

 福島イノベーション・コースト構想推進機構では、浜通り地域等 15 市町村の担い手拡大を目的に、継

続的に人を呼び込むためのコンテンツを開発する事業を展開(*1)しております。 

 このたび採択事業者の株式会社Rurio
ル リ オ

(*2)が、スウェーデンの主要６大学及び東北大学の留学生

も含めた学生を対象に、地域住民の方々との対話を通じながら、地域理解を深め、地域の社会課題を特

定する研究型ブートキャンプを実施します。 

本プログラムでは、参加者がイノベ地域での学びや経験を通じてイノベ地域を挑戦できる場所とし、自身

の研究や活動に活かすビジネスプラン前の段階となる「課題の特定」を目指します。 

各報道機関におかれましては、国内外の学生が探究する本ブートキャンプについて、ぜひご取材ください。 

【お問い合わせ先】公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構 
         福島オフィス交流促進部 部長 吉成孝志 TEL：024-581-6892（直通） 

集う、創る、叶える、ふくしまで。 

取材のお願い  
 

 

 

 



ブートキャンプ 2026 日程表

日付 時刻 日程

7:15 東京着

- 東京から双葉へ移動

13:00-18:00 東日本大震災・原子力災害伝承館見学、他

- 双葉泊

9:00-10:00 小高パイオニアヴィレッジ訪問（OWB㈱和田氏）

13:30-14:30 haccoba訪問

14:30-18:00 チーム議論

- 小高泊

9:00-10:00 おれたちの伝承館見学

11:00-12:00 街歩き

13:00～ メガソーラー施設視察

～18:00 チーム議論

- 小高泊

9:15-10:15 合同会社みさき未来訪問

11:00-12:00 南相馬市環境政策課訪問

13:00-18:00 チーム議論

- 小高泊

9:00-10:00 チーム議論

10:30-12:00 講話（（一社）宇宙産業連携機構　但野氏）

13:00-18:00 発表会準備

- 小高泊

9:00-12:00 発表会準備

13:30-16:00 発表会（小高パイオニアヴィレッジ）

- 　　　　2チームによる地域の社会課題について発表

- 小高泊

7日目 10月15日(木) - 仙台移動

撮影可能です。各社で移動いただき、本ブートキャンプに

支障ない範囲で撮影ください。なおインタビューを希望さ

れる際は、場所・時間について当機構と事前に確認・協議

をお願いいたします。

撮影可能ですが、本ブートキャンプの活動上撮影が難しい

場合があります。場所・時間について当機構と事前に確

認・協議のほどよろしくお願いいたします。

6日目 10月14日(水)

1日目 10月9日(金)

10月13日(火)5日目

10月12日(月)4日目

2日目

3日目

10月10日(土)

10月11日(日)
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スウェーデンの主要六大学・東北大学と連携し、南相馬市小高区でブートキャンプを実施する

主な内容 備考

参加者
地域の基礎情報を説明し、理解を深めてもらったうえで参加者を募集する

応募者の応募動機を精査し、事業終了後も継続的に関わっていただけることが見込まれる人物に参加していただく

ブートキャンプの実施 1週間程の現地滞在を含むアントレ教育プログラムを実施する

発表会の実施 地域のステークホルダーの前で参加者によるアイデアの発表会を行う

情報発信 連携機関・大学・企業などの媒体や弊社の媒体を用い、本事業に関しての情報発信を行う

目的 スウェーデンおよび国内の大学からイノベ地域に持続的に起業家・起業家候補が流入する体制を構築する

実施内容

1. スウェーデンの主要六大学でのイノベ地域の認知度の拡大：
Stockholm School of Entrepreneurship (SSES、後述)をハブに、スウェーデンの主要六大学の学生・起業家・起業家候補を集め、イノ
ベ地域の文化・歴史・現状を学んでいただく

2. 東北大学でのイノベ地域の認知度の拡大：
東北大学の学生・起業家・起業家候補を集め、当該地域の文化・歴史・現状を学んでいただく

3. 南相馬市小高区でのブートキャンプの実施：
主要六大学および東北大学にてプログラム参加者を募集し、選抜された参加者（10名）をイノベ地域に招待して、研究と起業をテーマ
にしたブートキャンプ（アントレ教育プログラム）を行う

4. 発表会の実施：
参加者は地域の社会課題の特定にむけたプレゼンテーションを行う。資料は両国の関係者に広く共有する

5. アフターフォローの提供：
現地関係者と連携して帰国後に参加者のフォローを行い、アイデアの実現に向けて伴走する

ターゲット 起業に興味のあるスウェーデンの主要六大学および東北大学の学生・卒業生（卒業後5年以内）
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世界的イノベーション・ハブとしてのスウェーデンの気風を取り込むことで、イノベ地域での事業創出の可能性が向上し得る

スウェーデンは⼈口約1,000万⼈の小国でありながら、Volvo, IKEA, H&M, Ericsson, Skype, Spotifyなどといった世界的企業を多く生
んでいる国であり、近年ではスタートアップの分野でも世界的な地位を確立している。世界知的所有権機関の発表するThe Global 
Innovation Index (GII) では世界2位にランクイン[3]、2023年のDeep TechおよびClean Tech系スタートアップの資金調達額は世界5
位[4]であった。この地位を裏付ける例として、2024年に世界最速の8か月でユニコーン企業となったLovableなどが挙げられる（創
業者はスウェーデン王立工科大学出身）
身の回りの課題を事業創出にまで発展させるイノベーションの気風は、スウェーデンにおいて顕著である

スウェーデンのイノベーションの気風をイノベ地域の事業創出の可能性向上に活用する

スウェーデンから人を呼び込む意義

外国人起業家の訪問により、イノベ地域での事業創出の可能性が向上し得る

外国⼈起業家の訪問を活用した事例として、チリ政府が2010年に開始した「Start-Up Chile」が挙げられる。これは世界中から選抜し
た起業家をチリに招き、6か月の事業開発機会を提供するものであった。その結果、10年で世界85か国から 1,900 以上のスタートアッ
プが参加し、チリを拠点とした起業家のグローバルネットワークが形成された[1]。また、上記プログラムの知見が地元企業に波及し、
国内の起業家精神や製品開発スキルが強化された報告がある[2]。
起業文化が芽生えつつあるイノベ地域、特に小高区においては、「外からの目」は事業創出の可能性を向上させると考えられる

[1] Somos la agencia del Gobierno de Chile, https://startupchile.org/content/uploads/terms-conditions-big4-english.pdf (visited: 2025.05.06)
[2] International Finance Corporation, https://www.ifc.org/en/insights-reports/2025/how-business-accelerators-can-boost-startup-growth (visited: 2025.05.06)
[3] World Intellectual Property Organization, GII 2024, https://www.wipo.int/gii-ranking/en/rank (visited: 2025.05.06)
[4] Tech EU, Annual Report 2024 (2024)
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事業全体のスケジュール

6月上旬 6月下旬 7月上旬 7月下旬 8月上旬 8月下旬 9月上旬 9月下旬 10月上旬 10月下旬

スウェーデンの
主要六大学での
イノベ地域の認
知度の拡大

東北大学でのイ
ノベ地域の認知
度の拡大

南相馬市小高区
でのブートキャ
ンプの実施＋発
表会

広報

説明会

渡航準備

事前学習
ブートキャンプ

実施内容： マイルストン：

11月上旬 11月下旬 12月上旬 12月下旬 1月上旬 1月下旬 2月上旬 2月下旬

帰国後のアフタ
ーフォロー

情報発信

事業報告

Webコンテンツ作成 コンテンツ公開

参加者データ分析 実施結果の分析

事業報告書作成

関係者確認

最終化

振り返りセッションの実施

リフレクションミーティン
グ実施

広報

説明会

選考
参加者決定

広報準備

広報準備

WEB公開

WEB公開

発表会実施
行程の調整

アイデアのブラッシュアップ・参加者の関係機関への接続
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Stockholm School of Entrepreneurship(SSES)の概要 参考資料

▲SSESが開講している起業に関するコース（Future for Finance）の様子

スウェーデンで最も権威のあるアントレプレナーシップ教育機関

1999年にH&M創設者が運営する財団の支援を受けて設立された、アントレ
プレナーシップに特化した教育カリキュラムを提供する機関。ストックホル
ム市内の六大学と連携し、修士・博士レベルの授業を開講している。

開講科目は起業家になるためのマインドセットに関するものから、財務、⼈
事、経営といった会社経営に必須の知識、さらには工学・農学・芸術といっ
た専門分野に特化した起業に関するものまで、多岐にわたる。スウェーデン
国内に限らず海外でも開講実績があるが、日本では今回が初となる。

起業家になった
受講生の割合

40%

コース
開講数

350+

受講生数

22,000+

卒業生によって
創業された会社の数

1,500+

▲SSESの「メンバー大学」である主要六大学：スウェーデン王立工科大学、
ストックホルム大学、ストックホルム商科大学、カロリンスカ研究所（医
学）、コンストファック（芸術）、王立音楽大学
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